
＜平成３０年第6回定例会議会報告＞

議案第52号 議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

議案第53号 特別職の給与に関する条例の一部改正

議案第54号 田上町職員の給与に関する条例の一部改正

説明 人事院勧告並びに新潟県の人事委員会の勧告に基づき条

例の一部改正をするとの説明

⇒ 議案第52・53号に関しては町の報酬等審議委員会に認

めて頂きたく、勧告に便乗する様な経過は避けたいと反対

意見を述べるも、賛成多数により、原案可決。

議案第55号 田上町道路線の認定

議案第56号 田上町道路線の変更

⇒国道403号バイパスによる町道の分断路線の認定・変更

議案第57号 平成30年度 田上町一般会計補正予算

説明 主には、人事院勧告並びに新潟県の人事委員会の勧告に

基づく条例の一部改正による一般会計の補正によるもの。

衛生費…風疹接種者の増加、保健センター設備の入れ替え等

教育費…児童クラブの空調設備、羽生田小の放送設備改修等

議案第58号 田上町下水道事業特別会計補正予算

議案第59号 田上町国民健康保険特別会計補正予算

議案第60号 田上町後期高齢者医療特別会計補正予算

議案第61号 田上町訪問介護事業特別会計補正予算

議案第62号 田上町介護保険特別会計補正予算

議案第63号 田上町水道事業会計補正予算

⇒議案第55号から63号まで、原案可決。

①「あじさいロード」について

質問 歩道として役場周辺から町体周辺までを繋ぐことが前提
条件とのこと。どうしてもやらなければいけない事業であるの
であれば、今までの様に異論を唱える声を減らしていく為には、
町民が愛着を持てる取り組み（イベントや工夫）をしなければ
ならない。

町長 ご意見、ご提案を踏まえ、必要最小限の実施とし、事業
効果を上げられるよう指示しています。整備計画の策定後には
関係地区とも相談をしながら、住民参加型のフラワーポット等
の設置なども、一例ですが検討している。

②「道の駅」について

質問 提案として、足湯、アンテナショップとしての体験コー
ナー、災害時にも炊き出しに利用できる厨房、トイレだけでな
く、授乳、着替え用スタイリングルーム、長岡の防災公園にあ
るように防災メールを受信できる自動販売機を設置などあって
も良いでしょう。そして、田上の農業者や納入業者を育ててい
く、そういう部分も兼ねて「道の駅」。一生に一度、50年か
100年に一度の取り組みとなる「道の駅」に叡智を尽くし、
愛情を盛り込んでいただきたい。

※特別会計・一部事務組合等、他の詳細につきましては、｢議会だより｣をご覧頂きたく
お願い申し上げます。

中野 和美

＜一般質問＞

なごみレター

町長 道の駅は、新しい
まちづくりの核となる施
設であり、町民の皆様の
ご期待に応えられるよう、
町としても全力を挙げて
取り組む考えでおります
ので、皆様方からも様々
なアイデアをいただけれ
ば大変ありがたいと思っ
ている。



＜社会文教常任委員会 行政視察研修報告＞
（平成30年10月9・10日）

視察場所

◎船橋村の取り組み
（人と人を結びつける様々な仕掛けを提供）

・子育てコミュニティ賃貸住宅
・住み替え支援
・ICT子育て支援サービス
・モデルエリア
・村民参加の子育て支援
・子育て支援サポーター・リーダー
・パークマネジメント
・ビックデータを活用したCSVビジネス

⇓
子育て世代の転入促進、雇用促進、出生数の向上

① まごころ学園 見附市田井町
（田上町からは園1名・寮3名利用）

新潟県中越福祉事務組合が運営する障がい児・障がい者併設施設
（田上町・見附市・三条市・長岡市・加茂市の4市1町で構成）

全国でも珍しいライフスタイル重視のユニバーサルデザインに基
づいた全面木質豊かな新施設が完成した。
これまでの児童福祉法に基づいた、主に知的発達に遅れのある

18歳未満の児童等を受け入れ、生活能力や社会参加適応能力の向
上を図ることを目的として運営してきた福祉型障がい児入所施設ま
ごころ学園に、法定年齢である18歳を過ぎた利用者の受け皿とし
て障がい者支援施設まごごろ学園を併設した。

細やかな配慮がなされ、木の温もりを活かした素晴らしい施設で
あった。

田上町吉田新田丁245⁻5 TEL090⁻7235⁻0773 中野 和美

② 富山県船橋村

富山平野のほぼ中央に位置し、村の真ん中を鉄道が走り、富山市の
ベットタウンに位置する船橋村には3つの日本一が有る。

1つ目は日本一小さい（田上町の約1/10）
2つ目は15歳人口の割合が高い日本一（21.8％）
3つ目は図書館の住民一人当たりの年間貸し出し冊数

＜本田上工業団地＞

平成30年12月4日(火)に株式会社PLANT役員が、
経営方針の変更に伴う出店計画の断念を町長へ報告に
来庁した。
本田上工業団地は、分譲完了予定であったが、出店

予定地34,840.43㎡の分譲再開をしなければならな
くなった。

12月7日(金)に報道陣無しで臨時全員協議会が開か
れた。当初、役場側としては12月10日(月)に、直ぐ
にでも記者会見を開き、公表する旨の説明であった。
しかしながら、覚書とはいえ、平成30年1月11日

に正式な契約書に準ずる様式で交わされた書類がある
ことから、議会では弁護士を立て、違約金など慎重に
話し合ってから、公表の運びとするよう要望した。

討議資料平成31年1月2日作成


